

























































































































































































成を阻害する虞もある。『ＡＩ vs 教科書が読めない子どもたち』＊3 がベストセラーに
なったが、言葉の対照や係り受けばかりの国語では、なんと無味乾燥な教科に貶めら
れてしまうことか。複雑な思考力は生身の教師と生徒、生徒同士が対話し、その中で
葛藤や共感が生まれる中で組み立てていくことが出来るのだ。中教審の「子供の未来
像」では、豊かな感性を育てることも繰り返し述べられていたことを想起する必要がある。
　文学の定義を矮小化し、国語教育の柱の一つであった小説等の読解をおろそかにし
ては、文化の継承は危うい。ＡＩにはできない、人間こそが身に付けなければならな
い読解力は、文学を読解する中で鍛えられていく。例えば、『走れメロス』とシラーの
『人質』を読み比べて、人間の孤独や苦悩を読み取り、他者に共感できる心を育成する
ことにあるといえよう。作家の辻仁成は、フランスの学校では、徹底的にフランス文
学を暗記することを通して確かな言語能力が身につくことを論述している＊4。紅野
謙介が『国語教育の危機』＊5 で述べていることを想起しつつ、ＩＣＴを活用した「個別
最適化」の意味を問いながら、授業開発することに意味がある。生徒一人ひとりの読
解力を伸ばしてこその「個別最適化」であるべきだ。
―18―
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